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2019年（案） 2016（平成28）年 変更理由

Ⅱ　世帯員の状況

（変更）
質問４ 元号が新設されるため。

なお、新元号の制定時期が調査事務
開始後となる見込みであり、新元号名
を表記することが困難なため、「5 新元
号」とする。

（変更）
質問６

平成30年度から、国民健康保険制度
については、都道府県が当該都道府
県内の市町村とともに運営を担うことと
なったため（※）、選択肢を変更。

（※）持続可能な医療保険制度を構築
するための国民健康保険法等の一部
を改正する法律（平成27年法律第31
号）第４条の規定による改正後の国民
健康保険法（昭和33年法律第192号）
第３条第１項
（施行日：平成30年４月１日）

※平成30年簡易調査で変更済み。

（変更）
質問10

選択肢「1 特別支援学校・特別支援学
級」は、省内からの要望に応じて追加
したが、「学校基本調査」（文部科学
省）における在学者数と比較して約５割
しか捕捉できていないことから、政策等
への活用が困難と考え、削除する。

（変更）
質問14

調査日の更新に伴う変更。

（変更）
質問15 元号が新設されるため。

なお、新元号の制定時期が調査事務
開始後となる見込みであり、新元号名
を表記することが困難なため、「4 新元
号」とする。

2019年国民生活基礎調査【世帯票】　新旧対照表（案）
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2019年（案） 2016（平成28）年 変更理由

（変更）

元号が新設されるため。
なお、新元号の制定時期が調査事務開始後となる
見込みであり、新元号名を表記することが困難な
ため、「５　新元号」とする。

（変更）

「地域包括ケアシステムの強化のための介護保険
法等の一部を改正する法律」（平成30年4月1日施
行）により介護医療院が追加されたため、追記。な
お、既存の介護療養型医療施設については、経
過措置で2024年3月末まで存続するため、削除し
ないこととする。

2019年国民生活基礎調査【健康票】　新旧対照表（案）

質問2 　あなたは現在、病院や診療所に入院中、又は、介護保険施設に入所中ですか。

1 は　い 質問終了です。

2 いいえ ※　介護保険施設とは、介護医療院、介護療養型医療施設、

　介護老人保健施設及び介護老人福祉施設をいいます。

質問1 　あなたの性・出生年月を記入してください。性・元号は、あてはまる番号

　 １つに○をつけ、出生年月には数字を右づめで記入してください。

性 出　生　年　月

大正 5 新元号

3 昭和

1 男 1 明治 4 平成

年 月2 女 2
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2019年（案） 2016（平成28）年 変更理由

2019年国民生活基礎調査【健康票】　新旧対照表（案）

（新規）

質問8
平成29年度から健康食品による健康被害に対す
る規制の見直しを開始しており、健康食品（健康の
維持増進に役立つといわれる成分を含む錠剤、カ
プセル、液状などに加工された食品）を利用してい
る消費者の実態把握が必要であるため。
なお、病気やけがなどで体の具合の悪いところ（自
覚症状）がある者や通院している者が健康食品を
使用している実態を、併せて把握することとする。
これらのデータは、今後の食品の安全に関するリ
スクコミュニケーションの強化等の施策に利用す
る。

質問8　 あなたは現在、サプリメントのような健康食品（健康の維持・増進に役立つと

いわれる成分を含む、錠剤、カプセル、粉末状、液状などに加工された食品）を

食べたり、飲んだりしていますか。

1 はい 2 いいえ
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2019年（案） 2016（平成28）年 変更理由

2019年国民生活基礎調査【健康票】　新旧対照表（案）

（変更）(新規)

質問17
子宮がん（子宮頸がん）検診と乳がん検診につい
ては、「がん予防重点健康教育及びがん検診実施
のための指針（平成20年３月31日付け健発第
0331058号厚生労働省健康局長通知別添。以下
「指針」という。）において２年に1回実施することと
されていることから、記入者負担を軽減するため削
除する。

質問18
平成28年２月に指針が改正され、胃がん検診が
「50歳以上・２年に１回（ただし、胃エックス線検査
については、当分の間、40歳以上の者を対象とし
ても差し支えない）」実施されることとなったため、
それを反映する。

質問19
質問17と同旨の質問であるため書きぶりを揃える。

上記変更等に伴い、脚注等の書きぶりや文字の大
きさを変更する。

※　質問17、質問18、質問19のがん検診については、健診等（健康診断、健康診査及び人間ドック）
　の中で受診したものも含みます。

質問17 　あなたは過去１年間に、下記の３つのがん検診を受けましたか。それぞれの

　 　　 検診についてお答えください。また、受診した検診ごとに、どのような機会に

　 　　 受診したのかお答えください。

質問18 　あなたは過去２年間に、胃がん検診を受けましたか。

　 　　 また、どのような機会に受診したのかお答えください。　 　　

質問19 　あなたは過去２年間に、下記の２つのがん検診を受けましたか。それぞれの

検診についてお答えください。また、受診した検診ごとに、どのような機会に

　 受診したのかお答えください。

胃がん検診(ﾊﾞﾘｳﾑによるﾚﾝﾄｹﾞﾝ撮影や内視鏡
 　　 (胃ｶﾒﾗ、ﾌｧｲﾊﾞｰｽｺｰﾌﾟ)による撮影など)

どのような機会に検診を受けましたか。
あてはまるすべての番号に○をつけてください。

 1  受けなかった　　　2  受けた

１　市区町村が実施した検診
２　勤め先又は健康保険組合等（家族の勤め先を

　　含む）が実施した検診
３　その他

肺がん検診(胸のﾚﾝﾄｹﾞﾝ撮影や喀痰(かくたん)
　　　検査など)

どのような機会に検診を受けましたか。
あてはまるすべての番号に○をつけてください。

 1  受けなかった　　　2  受けた

１　市区町村が実施した検診
２　勤め先又は健康保険組合等（家族の勤め先を

　　含む）が実施した検診
３　その他

大腸がん検診(便潜血反応検査(検便)など)
どのような機会に検診を受けましたか。
あてはまるすべての番号に○をつけてください。

 1  受けなかった　　　2  受けた

１　市区町村が実施した検診

２　勤め先又は健康保険組合等（家族の勤め先を
　　含む）が実施した検診
３　その他

胃がん検診(ﾊﾞﾘｳﾑによるﾚﾝﾄｹﾞﾝ撮影や内視鏡
 　　 (胃ｶﾒﾗ、ﾌｧｲﾊﾞｰｽｺｰﾌﾟ)による撮影など)

どのような機会に検診を受けましたか。

あてはまるすべての番号に○をつけてください。

 1  受けなかった　　　2  受けた

１　市区町村が実施した検診

２　勤め先又は健康保険組合等（家族の勤め先を
　　含む）が実施した検診

３　その他

 1  受けなかった　　　2  受けた

１　市区町村が実施した検診
２　勤め先又は健康保険組合等（家族の勤め先を

　　含む）が実施した検診
３　その他

ご 記 入 あ り が と う ご ざ い ま し た 。

子宮がん（子宮頸がん）検診(子宮の細胞診
　　　検査など)

どのような機会に検診を受けましたか。
あてはまるすべての番号に○をつけてください。

 1  受けなかった　　　2  受けた

１　市区町村が実施した検診
２　勤め先又は健康保険組合等（家族の勤め先を

　　含む）が実施した検診
３　その他

乳がん検診(ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ撮影や乳房超音波(ｴｺｰ)
　　　検査など)

どのような機会に検診を受けましたか。
あてはまるすべての番号に○をつけてください。

20歳以上の女性の方は続けてお答えください。

※　質問16、補問16－1のがん検診については、健診等（健康診断、健康診査及び人間ドック）の中
　で受診したものも含みます。

質問16 　あなたは過去１年間に、下記の５つのがん検診を受けましたか。それぞれの

　 　　 検診についてお答えください。また、受診した検診ごとに、どのような機会に

　 　　 受診したのかお答えください。

補問16－1 　あなたは過去２年間に、下記のがん検診を受けましたか。あてはまる

　 すべての番号に○をつけてください。

胃がん検診(ﾊﾞﾘｳﾑによるﾚﾝﾄｹﾞﾝ撮影や内視鏡
 　　 (胃ｶﾒﾗ、ﾌｧｲﾊﾞｰｽｺｰﾌﾟ)による撮影など)

どのような機会に検診を受けましたか。
あてはまるすべての番号に○をつけてください。

 1  受けなかった　　　2  受けた

１　市区町村が実施した検診
２　勤め先又は健康保険組合等（家族の勤め先を
　　含む）が実施した検診
３　その他

肺がん検診(胸のﾚﾝﾄｹﾞﾝ撮影や喀痰(かくたん)
　　　検査など)

どのような機会に検診を受けましたか。
あてはまるすべての番号に○をつけてください。

 1  受けなかった　　　2  受けた

１　市区町村が実施した検診
２　勤め先又は健康保険組合等（家族の勤め先を
　　含む）が実施した検診
３　その他

子宮がん（子宮頸がん）検診(子宮の細胞診
　　　検査など)

どのような機会に検診を受けましたか。
あてはまるすべての番号に○をつけてください。

 1  受けなかった　　　2  受けた

１　市区町村が実施した検診
２　勤め先又は健康保険組合等（家族の勤め先を
　　含む）が実施した検診
３　その他

乳がん検診(ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ撮影や乳房超音波(ｴｺｰ)
　　　検査など)

どのような機会に検診を受けましたか。
あてはまるすべての番号に○をつけてください。

 1  受けなかった　　　2  受けた

１　市区町村が実施した検診
２　勤め先又は健康保険組合等（家族の勤め先を
　　含む）が実施した検診
３　その他

大腸がん検診(便潜血反応検査(検便)など)
どのような機会に検診を受けましたか。
あてはまるすべての番号に○をつけてください。

１　市区町村が実施した検診
２　勤め先又は健康保険組合等（家族の勤め先を
　　含む）が実施した検診
３　その他

ご 記 入 あ り が と う ご ざ い ま し た 。

 1  受けなかった　　　2  受けた

１　市区町村が実施した検診
２　勤め先又は健康保険組合等（家族の勤め先を
　　含む）が実施した検診
３　その他

子宮がん（子宮頸がん）検診(子宮の細胞診
　　　検査など)

どのような機会に検診を受けましたか。
あてはまるすべての番号に○をつけてください。

 1  受けなかった　　　2  受けた

１　市区町村が実施した検診
２　勤め先又は健康保険組合等（家族の勤め先を
　　含む）が実施した検診
３　その他

乳がん検診(ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ撮影や乳房超音波(ｴｺｰ)
　　　検査など)

どのような機会に検診を受けましたか。
あてはまるすべての番号に○をつけてください。

 1  受けなかった　　　2  受けた

20歳以上の女性の方（質問１６を回答いただいた方も含む）は続けてお答えください。
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2019年（案） 2016（平成28）年 変更理由

（変更）

元号が新設されるため。
なお、新元号の制定時期が調査事務開始後となる
見込みであり、新元号名を表記することが困難な
ため、西暦で表記している。

（変更）

介護保険制度に基づく介護サービスのうち、「訪問
系サービス」の介護予防訪問介護及び「通所系
サービス」の介護予防通所介護については、介護
保険法（平成9年法律第123号）の改正により、平
成27年度から平成29年度末までの間に、介護予
防・日常生活支援総合事業に移行したため、削
除。

また、「小規模多機能型サービス等」の複合型サー
ビス（訪問看護及び小規模多機能型居宅介護）に
ついては、介護報酬改定において「看護小規模多
機能型居宅介護」と名称変更したため、変更。

2019年国民生活基礎調査【介護票】　新旧対照表（案）

質問8 　５月中に利用した介護サービス（全額自己負担を含む）について、利用したサービスのすべての番号に○を

つけてください。

1 訪問系サービス

2 通所系サービス

3 短期入所サービス

4 居住系サービス（グループホーム）

5 小規模多機能型サービス等

6 配食サービス

7 外出支援サービス

8 寝具類等洗濯乾燥消毒サービス

短期入所生活介護、短期入所療養介護、介護予防短期入所生活介護、介護予防
短期入所療養介護

認知症対応型共同生活介護、介護予防認知症対応型共同生活介護

小規模多機能型居宅介護、介護予防小規模多機能型居宅介護、看護小規模多機
能型居宅介護（複合型サービス）

通所介護、通所リハビリテーション、介護予防・日常生活支援総合事業におけ
る通所系サービス、介護予防通所リハビリテーション、認知症対応型通所介
護、介護予防認知症対応型通所介護

サービスの種類

（1～5は介護保険制度によるサービスをいいます）

訪問介護、訪問入浴介護、訪問看護、訪問リハビリテーション、介護予防・日
常生活支援総合事業における訪問系サービス、介護予防訪問入浴介護、介護予
防訪問看護、介護予防訪問リハビリテーション、夜間対応型訪問介護、定期巡
回・随時対応型訪問介護看護

質問8　５月中に利用した介護サービス（全額自己負担を含む）について、利用したサービスのすべての番号に○を

つけてください。

1 訪問系サービス

2 通所系サービス

3

4 居住系サービス（グループホーム）

5 小規模多機能型サービス等

6

7

8 寝具類等洗濯乾燥消毒サービス

通所介護、通所リハビリテーション、介護予防通所介護（※介護予防・日常生
活支援総合事業における通所系サービスを含む）、介護予防通所リハビリテー
ション、認知症対応型通所介護、介護予防認知症対応型通所介護

配 食 サ ー ビ ス

サービスの種類

（1～5は介護保険制度によるサービスをいいます）

訪問介護、訪問入浴介護、訪問看護、訪問リハビリテーション、介護予防訪問
介護（※介護予防・日常生活支援総合事業における訪問系サービスを含む）、
介護予防訪問入浴介護、介護予防訪問看護、介護予防訪問リハビリテーショ
ン、夜間対応型訪問介護、定期巡回・随時対応型訪問介護看護

短 期 入 所 サ ー ビ ス

短期入所生活介護、短期入所療養介護、介護予防短期入所生活介護、介護予防
短期入所療養介護

認知症対応型共同生活介護、介護予防認知症対応型共同生活介護

小規模多機能型居宅介護、介護予防小規模多機能型居宅介護、複合型サービス
（訪問看護及び小規模多機能型居宅介護）

外 出 支 援 サ ー ビ ス

質問3　調査日現在の要介護度の状況と１年前の要介護度の状況をお答えください。　調査日現在の要介護度の状況と１年前の要介護度の状況をお答えください。

　あてはまる番号１つに○をつけてください。

        ※　介護保険被保険者証等を参考に記入してください。

　現　在（2019年６月）

1  要支援１ 2  要支援２ 3 要介護１ 4 要介護２ 5 要介護３ 6 要介護４ 7  要介護５

　１年前（2018(平成30)年６月）

01  要支援１ 02  要支援２ 03 要介護１ 04 要介護２ 05 要介護３ 06 要介護４ 07  要介護５

08  自立と認定された 09 認定を申請中であった 10 認定を申請していなかった

5



2019年（案） 2016（平成28）年 変更理由

2019年国民生活基礎調査【介護票】　新旧対照表（案）

（変更）

介護保険法の改正により、介護保険料所得段階
が変更されたため。
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2019年国民生活基礎調査【所得票】　新旧対照表（案）

2019年（案） 2016（平成28）年 変更理由
（変更）

（質問２）
調査対象年次を更新する。
なお、新元号の制定時期が調査事務開始後となる
見込みであり、新元号を表記することが困難なため
西暦で表記するが、調査対象者にわかりやすくする
ため、和暦を併記する。

（変更）

記入欄を明確にするため、2014年度から開始されて
いる「高校生等奨学給付金」などの支給金を例示に
追加する。

※平成30年の簡易調査で変更済み。

（変更） 　
記入欄を明確にするため、2014年度から開始されて
いる「臨時福祉給付金」等について例示を追加する。

※平成29年の簡易調査で変更済み。

（変更）
（質問３）

調査対象年次を更新する。
なお、新元号の制定時期が調査事務開始後となる
見込みであり、新元号を表記することが困難なため
西暦で表記するが、調査対象者にわかりやすくする
ため、和暦を併記する。
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2019年国民生活基礎調査【所得票】　新旧対照表（案）

2019年（案） 2016（平成28）年 変更理由
（変更）
（質問４）

（変更）
（質問５）

調査対象年次を更新する。
なお、新元号の制定時期が調査事務開始後となる
見込みであり、新元号を表記することが困難なため
西暦で表記するが、調査対象者にわかりやすくする
ため、和暦を併記する。

（変更）
（質問６）

調査対象年次を更新する。
なお、新元号の制定時期が調査事務開始後となる
見込みであり、新元号を表記することが困難なため、
「2019年度」とする。

調査対象年次を更新する。
なお、新元号の制定時期が調査事務開始後となる
見込みであり、新元号を表記することが困難なため
西暦で表記するが、調査対象者にわかりやすくする
ため、和暦を併記する。
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2019年国民生活基礎調査【所得票】　新旧対照表（案）

2019年（案） 2016（平成28）年 変更理由
（変更）
（質問７）

調査対象年次を更新する。
なお、新元号の制定時期が調査事務開始後となる
見込みであり、新元号を表記することが困難なため
西暦で表記するが、調査対象者にわかりやすくする
ため、和暦を併記する。

9



2019年国民生活基礎調査【貯蓄票】　新旧対照表（案）

2019年（案） 2016（平成28）年 変更理由
（変更）
（質問1） （質問１）

（変更）
(質問２） （質問２）

（変更）
（質問３） （質問３）

調査対象年次を更新する。
元号が新設されるため。
なお、新元号の制定時期が調査事務開始後となる
見込みであり、新元号を表記することが困難なため、
「2019年」とする。

調査対象年次を更新する。
なお、新元号の制定時期が調査事務開始後となる
見込みであり、新元号を表記することが困難なため
西暦で表記するが、調査対象者にわかりやすくする
ため、和暦を併記する。

調査対象年次を更新する。
元号が新設されるため。
なお、新元号の制定時期が調査事務開始後となる
見込みであり、新元号を表記することが困難なため、
「2019年」とする。
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